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研究成果の概要（和文）：近代日本に留学した中国人留学生が近代中国のナショナリズムの思想形成と運動の展開に重
要な一翼を担っていた。留学生たちは、ナショナリズムが興隆していた日本において、西洋の近代的知識を受容し、天
下国家から近代的ネイション・ステートへの意識転換を実現した。そして、学生たちの近代的ネイション意識を表して
いるものの一つは軍国民思想であった。軍国民思想は、最も早い時期のナショナリズム運動を支える理念として、そし
て、近代中国の政治変動方向に大きな影響を与えた思想として、清末民初に大きな影響力を持っていた。本研究は、こ
れまできわめて不十分だった軍国民思想に関する研究の空白を埋めたものである。

研究成果の概要（英文）：The study is about the influence to the formation of nationalism in modern China.T
he Chinese students who were learning in Japan accepted western modern thoughts in Japan and changed their
 consciousness from trational dynasty to nation state. The word symbolized their nationalism thought was "
JunGuoMin".The study searched the origin of the word and found that the word was first used by Tokutomi So
ho's Minyusha after Sino-Japanese War, and then discussed the meaning of JunGuoMin for the modern China.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
（１）近年冷え込んでいる日中関係を考える
場合、日中両国のナショナリズムが勢いづけ
られていることをぬきにして語れない。 
 
（２）中国のナショナリズム及びその形成に
関する研究はこれまで数多くある。しかし、
中国のナショナリズムは、戦前日本への抵抗
のなかで形作られただけでなく、その形成の
初期から明治日本から大きな影響を受けて
いたという事実は十分に重視されていない。
とくに軍隊（軍事思想、理念、教育を含む）
の視点からの日中両国のナショナリズムに
関する研究はほとんどなされていない。 
 
２．研究の目的 
（１）本研究は、近代日本に留学した日本陸
軍士官学校の学生をはじめ、若い中国人留学
生や知識人たちに対する明治日本の軍隊の
影響を明らかにして、近代中国のナショナリ
ズムの形成及びその歴史的性格を考察する
ものである。軍隊という視点から近代日中両
国のナショナリズムの連鎖・対立関係を明ら
かにすることによって、近代の日本と中国と
におけるナショナリズムの多面的性格をあ
ぶり出すことが本研究の目的である。 
 
（２）留学生たちに影響を与えたと考えられ
る同時代の論説を検討し、四民平等、国民皆
兵、尚武精神、忠君愛国などの思想や理念が、
どのように軍の留学生たちのなかに浸透し、
彼らのナショナリズムをはじめとした諸思
想や運動に影響を与えたかを探求する。そし
て、日本の影響で形成された留学生たちのナ
ショナリズムなどの諸思想が、近代中国の政
治にどのように反映されたのかを明らかに
する。 
 
３．研究の方法 
（１）関連する資料の調査と収集。a.スタン
フォード大学に所蔵されている蒋介石日記
を読み、軍の留学生である蒋介石の日本観、
日本留学の彼の思想に対する影響を確認す
る。ｂ．北京、広州、上海、杭州など、中国
各地に散在する陸軍士官学校の留学生の雑
誌『武学』の収集に努めた。 
 
（２）関連分野の専門家や研究者との交流を
深める。連携研究者、研究協力者と日常的に
研究会を開いて議論を深めたと同時に、台湾
の中央研究院近代史研究所所長黄克武氏を
はじめ、関連分野の専門家にインタビューを
し、意見交換をした。また、海外から北京大
学の尚小明教授、華僑大学の胡連成准教授な
どを招聘して、神奈川大学留学史研究会との
共催でシンポジウムを開催して、議論を深め
た。 
 
（３）収集した資料を読み込み、歴史学と思
想史の方法を以て研究対象を考察し、近代中

国のナショナリズムについて、学会や国際シ
ンポジウムで報告し、論文を作成した。 
 
４．研究成果 
（１）近代日本に留学した中国人留学生が近
代中国のナショナリズムの思想形成と運動
の展開に重要な一翼を担っていた。留学生た
ちは、ナショナリズムが興隆していた日本に
おいて、西洋の近代的知識を受容し、天下国
家から近代的ネイション・ステートへの意識
転換を実現した。そして、学生たちの近代的
ネイション意識を表しているものの一つは
軍国民思想であった。軍国民思想は、最も早
い時期のナショナリズム運動を支える理念
として、そして、近代中国の政治変動方向を
大きく影響した思想として、清末民初に大き
な影響力を持っていた。にもかかわらず、こ
れまで、「軍国民」思想に関する研究はきわ
めて不十分だと言わざるを得ない。本研究は
従来の研究の空白を埋めたものとして位置
づけられる。 
 軍国民思想は 1902 年に留学生たちによっ
て初めて提起された。最初に論じたのは、『新
民叢報』の創刊号と二二号に相次いで載せ
られた、日本陸軍士官学校の学生だった蔡
鍔による「軍国民篇」と蒋方震の「軍国民
教育」、それから、留学生雑誌『遊学訳編』
の第一号に載せられた訳者不明の「武備教
育」と題する翻訳であった。 
軍国民思想は「尚武」と「国魂」をその基

本内容としている。それはすなわち軍国民思
想の教育を通して尚武と愛国の精神を養成
し、「文弱」で国家とは何物かを知らない中
国の人々の精神を改造することである。日本
に留学した中国人留学生によって最初に提
起された軍国民思想は、直観的でわかりやす
いため、中国に紹介された後に、外交と内政
両面で危機状況に臨んでいた中国で迅速に
その影響を拡げ、近代中国のナショナリズム
の形成を大きく推進した力になっていた。 
そして、軍国民思想の源流は、実は日本で

あった。留学生たちは日本社会の尚武、国魂
精神を体感しながら、日本の言論界から大き
な影響を受けた。なかでも、留学生たちにも
っとも直接的で決定的な影響を与えたのは、
徳富蘇峰の民友社が出版した『武備教育』と
尾崎行雄の『尚武論』や『支那処分案』であ
った。『尚武論』は弱肉強食の世界の中で、
日本は「柔弱驕奢」の悪弊を克服し、「尚武」
しなければならないことを主張し、日清戦
争後に書かれた『支那処分案』と『武備教
育』は、敗戦した清国の「再起復讐」を防
ぐために、清国を永遠に屈服させなければ
ならないと主張し、「武備教育」を「制清策」
の第一歩として捉え、または最終的に清国
を併合すべきだということを主張した。 
これらの書物における中国に対する批判

や、露骨な侵略などの言論は留学生たちを大
きく刺激した。しかし、弱肉強食の世界観が
支配的であったなかで、留学生たちはこうし



た刺激に反発するよりも、むしろそれを劇薬
として受け入れた。同時代の留学生たちは
これらの書物を自分たちのナショナリズム
形成の重要な思想的資源としたのである。 
日清戦争後に日本のナショナリズムが変

質し始めたことはよく指摘されている。徳富
蘇峰の「平民主義」から帝国主義への転向も
まさにこの時期であった。留学生たちは蘇峰
や尾崎行雄をはじめとした日清戦争後の日
本の言論界から大きな影響を受けながらも、
彼らが何よりも重視していたのは、いかに国
家の独立と富強を実現するかという課題で
あった。独立した近代的国民国家を創立する
ために、「国魂」を鋳造し全人民の近代的国
民意識を養成しなければならない、このよう
な抵抗、独立論理としての軍国民思想という
ナショナリズムは、健康的な性格を保持して
いた。 
 

（２）軍国民を唱える留学生に影響を与えた
のは、日本の言論界だけではなかった。初め
て軍国民を唱えた蔡鍔と蒋方震はいずれも
梁啓超を師として仰いでおり、梁啓超の思想
から大きな影響を受けた。 
筆者は「改良派」とされてきた梁啓超の「革

命」観について考察した。梁啓超は、湯・武
革命を含むいかなる易姓革命もあくまでも
「王朝革命」であり、根底からひっくり返す
ような Revolution ではない、と喝破した。
進化論が支配するなかで、そして、強大な西
洋諸国を前にして、梁啓超は、中国は根底か
らの変革をしなければ生存できないと考え
た。彼にとって、復古の易姓革命はけっして
真の革命ではありえなかった。梁啓超は清末
の「革命派」の行動を「王朝革命」を免れな
いものとして危惧し反対した。梁啓超は革命
家ではなかったが、彼は revolutionist だっ
た。清末、易姓革命をはじめとした伝統的民
本思想が絶えず取りあげられていた。それら
がただ西洋近代の革命を理解するための「ク
ッション」の役割を果たしただけではなかっ
た。「革命派」にとって、「順天応人」の革命
は自分たちの「造反」行動を正当化するため
の思想的資源であり、「三代」の理想的な政
治は自由、平等などの近代的な価値と共通し
たものであった。 
しかし、易姓革命の意義はただ革命活動を

正当化するための道具ではなかったし、民本
思想もただ民主主義を説明するための「附
会」の手段ではなかった。伝統的な民本思想
と近代的デモクラシーとは、やはり内在的に
結びついていたと考えられていた。梁啓超は、
湯・武革命を含む易姓革命の限界性を指摘し、
それを近代的 revolution と峻別した一方、
民本思想家黄宗羲を大々的に取り上げ、その
思想を称えた。彼が黄宗羲を「中国のルソー」
と呼んだのも、民本思想の限界性を認識しつ
つも、そのなかに含まれる民主主義に通じる
思想を確信したのである。われわれは梁啓超
の立憲思想のなかに両者の結合をみること

ができる。「改良派」梁啓超は近代的
revolutionist であったが、彼はけっして伝
統を否定しようと考えていなかった。彼は伝
統的民本思想の理念を近代的に読み換える
ことによって、うちから根本的な変革を目指
そうとした。 
 

（３）近代中国の代表的な啓蒙思想家は梁啓
超以外に、さらに厳復を挙げなければならな
い。筆者は厳復の立憲政治観を考察して、そ
の性格を明らかにした。 
厳復にとって、清朝は、政府が政府とし

ての責任を放棄する「放任政体」であった。
そのため、彼は権力間の相互牽制を唱える
モンテスキューの三権分立論に同意できな
かった。イギリスの憲政が厳復の目に映っ
たのは、むしろその相通じ相資する権力間
の協働と調和という側面であった。彼が主
張した「扶治」機関としての議会は、単に
政府の権力を制限する役割を果たすだけで
なく、強い政府を創出するためにサポート
（扶治）する機関でもあったのである。 
以上の厳復の主張は、その後の国会速開

請願運動によって受け継がれた。「放任政
体」における無責任の政府を「責任のある
政府」に改造するために、速やかに国会を
開設すべきだという主張は、清末にいち早
く「国会速開」論を打ち出した楊度によっ
て唱えられ、それがさらに梁啓超へと繋が
り、結局、清末国会速開請願運動を支える
論理となった。 
「天人相関」の伝統的自然法思想のなか

で、「泰・通・和」が理想的な状態だとされ
ている。ただし、このような状態はけっし
て「上」から「下」へ、という一方通行的
なものではなく、それは「循環」と「交代」
というダイナミックスのなかで形成された
ものである。このような「泰・通・和」の
理想のなかに、君主や君権を相対的なもの
として捉え、それを制限しつつ民意を大事
にするという観念が初めから埋め込まれて
いた。 
このような伝統的自然法思想を踏まえて、

近代中国の知識人たちが中国における立憲
政治を構想するときに、政治権力を「制限」
する重要さを認識しつつも、「調和」を重視
した。それは彼らが「外圧」という外的要
因を意識していたからのみならず、根本的
にやはり彼らにおける「調和」の観念が伝
統的自然法思想を反映しているからだと言
ってよい。中国の知識人たちにとって、「制
限」と「調和」の役割を同時に担う「扶治」
機関としての近代的議会制度は、民本思想
の表出と実践を制度的に保障する装置にほ
かならなかった。知識人たちにとって、そ
れこそが立憲政治の最大の意義であったの
である。 
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